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2015 年 9月 2日（水）9:00 – 10:30

C-8 コラボリーセッション：
研究戦略⽴案のための研究⼒データ分析と
外部資⾦獲得、JST情報資産の活用

株式会社ジー・サーチ
国⽴研究開発法⼈ 科学技術振興機構 (JST)

アカデミア研究分野で⾼まるアジア・グローバル競争、⽂科省が推進する大学改⾰を受け
大学の研究推進/⽀援の「現場⼒」がますます重要となっています。
本セッションでは研究戦略の⽴案とその遂⾏のための重要なツールをご紹介します。

① 論⽂抄録を用いた研究データ分析
② 外部資⾦の獲得のための環境整備
③ 研究戦略⽴案のための基礎となる JSTの情報資産の活用法

研究推進/⽀援部門、URAには必⾒・盛りだくさんの内容となっています。ぜひご来場ください。



コラボリーセッション：
研究戦略⽴案のための研究⼒データ分析と外部資⾦獲得、JST情報資産の活用

� セッションアジェンダ

� 日本語論⽂を用いた研究データ分析
川越 康司 株式会社ジー・サーチ データベース営業統括部課⻑

� 外部研究資⾦獲得のための環境整備
杉山 岳⽂ 株式会社ジー・サーチ 新規事業開発室⻑

� サイエンス・ミートアップを加速する 「コラボリー/Groups」 ご紹介
杉山 岳⽂ 株式会社ジー・サーチ 新規事業開発室⻑

� JST情報資産のビッグデータとしての活用
米陀 正英 国⽴研究開発法人科学技術振興機構 情報企画部情報分析室 解析基盤・活用推進担当

� 産学連携支援マッチング情報システム「MATCI」の紹介
荒木 寛幸 徳島大学 准教授

司会 ⻑⾕川 均 株式会社ジー・サーチ 新規事業開発室 担当部⻑

セッションアジェンダ
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日本語文献を用いた研究⼒分析
２０１５年９⽉

株式会社ジー・サーチ
データベース営業統括部

川越 康司

ＲＡ協議会第１回年次⼤会
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日本語文献とJDreamⅢ



研究⼒分析における⽇本語⽂献の必要性
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目的に応じて、分析の対象となる情報源の選択が必要

【目的】 研究戦略の企画推進と⽀援

・自機関の研究状況の把握
・他機関とのベンチマーキング
・研究活動の活性化、研究⽀援、マネジメント

⽂献情報の
分析が有用

外国⽂献（特に引用情報）だけの分析で良い？
・国内の競合相⼿の発⾒、ベンチマーキングは？
・外国誌に現れない研究活動は？（地域密着）
・国内企業との産学連携の推進は？（中小企業）
・引用によらない切り⼝での分析、評価は？

⽇本語⽂献
情報の分析
が有用



⽇本最大の科学技術⽂献データベース
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⽇本語⽂献の分析なら、JDreamⅢ

JDreamⅢは、国内･海外の科学技術や医学薬学関係の
⽂献情報（約15,000誌）を⽇本語で調査できる国内
最大の科学技術⽂献データベースです。

特⻑① 医学・薬学を含む科学技術の
全分野を網羅的に収集

特⻑② 外国語文献はタイトルと抄録を
翻訳し、日本語で読める

特⻑③ 専門用語ＫＷを人手で付与。
検索や分析の精度を向上

特⻑④ 1976年から続く、企業･⼤学･
病院･図書館での活用実績

データベース作成機関
⽂献の選別･収集、抄録･索引の作成、名寄せなど

データベース提供機関
検索システムの構築･運用、販売･サポートなど
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JDreamⅢの収録内容（科学技術全般）

ファイル 収録情報 収録年代 収録件数

JSTPlus 世界50数カ国から科学技術（医学・薬学を含
む）全分野に関する⽂献情報を収録。 1981年4月〜 約2,722万件

JST7580 世界50数カ国から科学技術（医学・薬学を含
む）全分野に関する過去の⽂献情報を収録。

1975年4月〜
1981年3月 約214万件

2015年8月12⽇現在

記事主題、資料種別ごとの⽂献収録⽐率（2011〜2014年度）
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JDreamⅢの収録内容（医学･薬学関連）
2015年8月12⽇現在

記事主題、資料種別ごとの⽂献収録⽐率（2011〜2014年度）

ファイル 収録情報 収録年代 収録件数

JMEDPlus
国内発⾏の資料から医学、薬学、⻭科学、看
護学、生物科学、獣医学等に関する⽂献情報
を収録。JMEDPlusの約3割がJSTPlusと重複。

1981年4月〜 約775万件
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最近のヒアリングから

「海外データベースでは、外部資⾦獲得のための
国内競合を⾒つけるのは困難」（国⽴⼤学
URA）

「実績のある指標（インパクトファクター、被引用
数）だけでは⾒えない分野がある。国内のみの文献
や引用されない文献も評価対象として、適切にベンチ
マークしたい」（国⽴⼤学URA）

「海外・国内それぞれのベンチマークが必要。シソーラス
の統計値が分析に適しているのではないかと考えてい
る」（私⽴⼤学URA）
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※参考⽂献

林 隆之、山下 泰弘 “ビブリオメトリクスを用いた⼤学の研究活動の自己分析”, 
情報管理 2011, v53 n12 p665-679

https://www.jstage.jst.go.jp/article/johokanri/53/12/53_12_665/_article/-char/ja/

＜一部抜粋＞
「WoSは引用数を把握可能という利点があるが，分野分類のみが統制されており，著者
キーワードやアブストラクトの単語は多様であり，理解しづらい短所がある。他方，
JDreamⅡは，引用数のデータはないが，階層構造化された分野コードと統制された⽇本
語シソーラスを使用可能である。そのため，その分野の専門家でない⽇本人が概要を把握す
るための助けとなる。」
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JDreamⅢのデータ構成
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レコードサンプル①

索 引

抄 録

書誌情報

タイトル

リンク情報
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レコードサンプル②
分析用ダウンロードデータ（ＣＳＶ）

可視化ツール等に取り込む時のデータ形式
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例：エアコンに関する文献

エアコン

ｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ

空調機
空調設備

タイトル

書誌事項

抄 録

索 引 空気調和装置 空気調和装置 空気調和装置 空気調和装置

「エアコン」の表現は、文献によってまちまち
だが、シソーラスでは「空気調査装置」で統制

内容を確認し、シソーラス
のキーワードを人手で付与

同義語を考慮して検索するより、
モレやノイズのない検索を実現

シソーラス（キーワード）

科学技術振興機構作成の専門用語辞書
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「スマートグリッド（通信・制御機能を付加した電⼒網）」というキーワードは、
シソーラス（辞書）に搭載されていない為、準シソーラス用語として専門家により
各レコードに付与されます。

レコード例

準シソーラス（キーワード）

新しい概念のキーワード（シソーラスにない）
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BB03090U 水中音響応用（ソナー等）
BB03 【音響】

ＪＳＴ分類

技術分野を表す８桁の分類コード
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分析例
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① 技術用語から⾒る、強みの発⾒
統制された技術用語（シソーラス用語）の活用
により、技術用語レベルで、自機関の特徴的な研
究活動を浮き彫りにします。

② 他機関との比較（ベンチマーク）
国内の研究活動（論⽂、会議など）を豊富に含
んでいる為、国内の他機関との⽐較が容易です。

③ ＫＯＬ（Key Option Leader）の把握

論⽂の共著関係から、特定技術領域に強い機関
や著者を⾒つけられます。

情報源：

�「JDreamⅢ」は、医学・薬学を含む科
学技術分野の国内および主要な外国文献
情報を収録するデータベースです。

�国⽴研究開発法人科学技術振興機構
が作成し、株式会社ジー・サーチが運営・
販売・サポートを⾏っています。

�収録対象は、学協会誌(ジャーナル)・会
議録･企業技報･公共資料等で収録件数
は3500万件以上です。

�専門家による人手で索引（分類や統制
された技術用語）が付与されている為、精
度の⾼い検索や分析ができます。

自校や他機関の研究活動を「⾒える化」します

特定の機関や技術分野を切り⼝にした分析例
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Ａ⼤学が発表した医学分野の論文を分析
シソーラス Ａ大学 ⺟数 出現率

認知⾏動療法 49 6,823 0.7182%
野球 35 5,970 0.5863%
角膜 58 12,334 0.4702%
予防医学 68 23,553 0.2887%
再生医療 49 18,231 0.2688%
角膜疾患 37 14,308 0.2586%
アミロイドβ蛋白質 29 11,348 0.2556%
生活習慣 37 17,287 0.2140%
トレーニング【運動】 51 24,640 0.2070%
スポーツ医学 28 14,410 0.1943%
⼼理尺度 29 17,221 0.1684%
大学生 58 38,994 0.1487%
運動量 39 28,810 0.1354%
創傷治癒 23 17,171 0.1339%
運動療法 57 44,823 0.1272%
動作分析 26 20,551 0.1265%
酸化ストレス 63 51,040 0.1234%
運動能⼒ 29 25,138 0.1154%
感情 30 26,120 0.1149%
情動ストレス 38 34,124 0.1114%

・ 「角膜」「角膜疾患」等、眼に
関する研究活動

・ 「野球」「スポーツ医学」「トレー
ニング（運動）」など、スポーツ
関連の研究活動

・ 「認知⾏動療法」「アミロイドβ
蛋白質」など、認知症関連の
研究活動

Ａ大学が発表した論⽂の技術
用語（シソーラス）の出現回数
をデータベース収録数で割った出
現率を降順に表⽰

① 技術用語から⾒る、強みの発⾒

A⼤学の特徴的な研究テーマ

⇒ 対象文献、研究活動の確認
⇒ 同じ領域に強い他機関の調査
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亜臨界水・超臨界水に関する論文を分析

特定の技術領域について、機関
ごとの⽂献件数をランキング

⽐較する対象機関を２つ選び、
細かい技術分野（JST技術分
類）を⽐較

② 他機関との⽐較（ベンチマーク）
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所属機関・研究グループ、ＫＯＬ（Key Option Leader）の把握

特定の技術領域について、著者の共著関係から
機関同士のつながりを可視化。（円の大きさが
件数を、線の太さが関係の強さを⽰す）

共著関係から、著者同士の結びつきを可視化。
（棒の⻑さが件数を、線の太さが関係の強さを
⽰す）⇒時系列に関係の変化を調べることで、
次世代KOLを⾒つけられる。

③所属機関、著者の共著関係を可視化
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C-8 コラボリーセッション：
研究戦略⽴案のための研究⼒データ分析と
外部資⾦獲得、JST情報資産の活用

外部研究資⾦獲得のための環境整備

2015年 9月 2日
株式会社ジー・サーチ

新規事業開発室⻑ 杉山 岳文
Copyright 2015 G-Search Limited

www.colabory.com

RA協議会第1回年次大会



1. 研究開発資⾦をとりまく現状

1 Copyright 2015 G-Search Limited

出典：⽂部科学省 科学技術白書 平成27年度版 p.108
第1-2-19 図 競争的資⾦制度の予算額（当初予算）及び制度数の推移 内閣府作成
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1-1．科研費の移り変わり（予算総額）

第4期基本計画

（ ）

助成額
2,204億円

（+204億円）

基⾦
後年執⾏分
（429億円）

基⾦
後年執⾏分
（529億円）

（ ）

助成額
2,307億円

（+103億円）

（ ）

助成額
2,318億円

（+11億円）

予算額
2,381億円

助成額
2,305億円

（-13億円）

出典：日本学術振興会「科研費パンフレット（平成26年度版）」より

� 科研費 予算額の推移

2
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1-2．科研費の移り変わり（応募・採択件数）

出典：日本学術振興会「科研費データ 応募件数、採択件数、採択率の推移（平成26年3月27日）」より

� 科研費 応募件数、採択件数、採択率の推移

3
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1-3．科研費の移り変わり（種目別新規採択数）

出典：日本学術振興会「科研費（補助金分・基金分）配分状況一覧（平成26年度）」より

研究種目
研究課題数

配分額
1課題あたりの配分額

応 募 採 択 採択率 平 均 最 高
○平成22年度 新規採択分

基盤研究C 件
31,443

件
7,471

%
23.8

千円
10,361,600

千円
1,387

千円
3,500

挑戦的萌芽
研究

件
12,505

件
1,412

%
11.3

千円
2,250,900

千円
1,594

千円
3,300

若⼿研究B 件
22,817

件
5,578

%
24.4

千円
8,050,500

千円
1,443

千円
3,600

○平成26年度 新規採択分

基盤研究C 件
35,329

件
10,549

%
29.9

千円
14,905,500

千円
1,423

千円
3,600

挑戦的萌芽
研究

件
15,366

件
3,950

%
25.7

千円
5,762,100

千円
1,459

千円
3,100

若⼿研究B 件
19,683

件
5,876

%
29.9

千円
7,505,400

千円
1,277

千円
3,000

� 科研費 種目別採択数（年度別抜粋）

4
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1-4．科研費の移り変わり（機関別１）

出典：日本学術振興会「科研費パンフレット（平成26年度版）」より

� 科研費 所属機関別の採択件数の全体に占める割合推移

5



� 科研費 研究者が所属する研究機関種別（年度別抜粋）

Copyright 2015 G-Search Limited

1-4．科研費の移り変わり（機関別２）

出典：日本学術振興会「科研費（研究者が所属する研究機関種別）配分状況表（平成26年度）」より

研究機関種別 応募件数 採択件数 採択率
○平成22年度 新規採択＋継続分 ※()括弧は全体に対する⽐率

国⽴⼤学 件
66,820

（53.0％）

件
32,754

（57.8％）

%
49.0

公⽴⼤学 件
9,562

（7.6％）

件
4,084

（7.2％）

%
42.7

私⽴⼤学 件
35,229

（27.9％）

件
13,584

（24.0％）

%
38.6

○平成26年度 新規採択＋継続分

国⽴⼤学 件
73,816

（51.7％）

件
40,065

（55.4％）

%
54.3

公⽴⼤学 件
10,815
（7.6％）

件
5,321

（7.4％）

%
49.2

私⽴⼤学 件
41,569

（29.1％）

件
18,839

（26.1％）

%
45.3

6



２-1. 外部研究資⾦獲得における研究推進・⽀援部門への期待
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・外部資⾦獲得による大学経営安定化大
学

研
究
推
進
部
門

研
究
者

・研究注⼒分野の選定・戦略・戦術構築

・外部資⾦獲得における情報⼒の強化
大型助成⾦トレンド、各助成⾦情報の収集・整備・発信

・外部資⾦獲得における研究者提案⼒の強化
申請勝敗分析、研究トレンド・知財動向の把握分析

・大型資⾦獲得における申請⽀援の強化
大型助成⾦の周辺情報収集、プロジェクト化、申請⽀援

・大型助成⾦の獲得・実績作り

・共同研究者探索・新領域へのチャンレンジ

・⺠間助成⾦の活⽤促進（産業化・安定化）

・研究のスケール・グローバル化、体制強化

・注⼒分野でのランキング向上

�研究支援部門・URAの申請サポート⼒
の違いが採択率を⼤きく左右しています

�⺠間助成⾦を含めた提案⼒が求められ
ています

研究推進・支援部門
URAの活動が
ますます重要に！

7



2-2. 外部資⾦情報活用：研究推進部門の課題

Copyright 2015 G-Search Limited

外部資⾦
獲得⽀援

研究戦略
⽴案

獲得⽀援⼒の強化

大型助成⾦の審議会内容などトレンド・情報把握が大変

外部資⾦獲得
による

研究開発の
安定化

情報収集⼒の強化

大型助成⾦取得のための課題分析・⽴案をどうするか

⺠間助成⾦など細かいものは管理できていない

情報発信・提案⼒
の強化

学内研究の評価

公募情報の提供が⼀⽅・⼀律的

現状の学内研究をどう評価するか（IF・資⾦調達⼒）

先生へのフィードバックをどのレベルで⾏うか

公募情報の利便性（条件検索・リコメンド）

研究⽅向性の⽴案 大学の研究⽅向性の仮説・領域の設定

産学連携案件・グローバル案件の拡大

キャンパスごとの情報を集約出来ていない

バラバラ郵送される公募の情報⼊⼒・時間の制約

大学取纏めが必要な案件・知財帰属などの詳細管理

個々の先生に応じた助成⾦を提⽰できていない

研究プロジェクトの⽴案・申請書の作成

研究・URAの評価

他大学の研究領域の分析・情報収集・GAP分析

研究推進・⽀援部門における
外部資⾦情報活用の課題例
※当社調査による

8



2-3. 外部資⾦情報の環境整備における課題

� 外部資⾦情報の環境整備は大学によって差
� 情報収集はプロセスというより個人ノウハウに依存
� 基礎的外部データ、申請勝敗など内部データの活⽤・分析に課題

Copyright 2015 G-Search Limited9

研究者提案⼒の強化

外部資⾦情報の収集

外部資⾦情報の環境整備

情報収集の基本はキャンパスに送られてくる助成公募パンフレット頼み

公的競争資⾦はホームページで要項確認、採択課題は KAKEN チェック

⺠間助成検索は Google 検索、⺠間助成⾦の情報収集まで⼿が回らない

各キャンパスに送られてくる助成公募パンフレットを空き時間に⼊⼒

公募概要を掲⽰版に登録、MLで先生に流すくらい

研究助成データベースの構築・維持運営が大変

先生の分野に応じた研究助成⾦を提案できていない

大型助成⾦の申請業務で⼿⼀杯、中堅以下は先生まかせ

研究戦略⽴案において採択トレンドや他校の動向を把握できていない



3-1. 外部サービスを活用した環境整備
研究者⽀援プラットフォーム「コラボリー（COLABORY）」のサービスである
「コラボリー/Grants（研究助成）」サービス機能やデータを活⽤することにより、
貴校の研究⽀援・外部資⾦公募情報の収集・活⽤を効率的に実現します。

Copyright 2015 G-Search Limited

研究資⾦公募情報
採択実績情報

研 究 助 成 ⾦
公 募 情 報

国・⾃治体・⺠間助成団体

教員（研究者）：
⾃分にあった研究助成⾦を「探せる」

⽀援部門職員（担当者）：
人⼿工数削減・タイムリーな公募情報提供が可能に

学術戦略部門：
他校の採択実績も網羅、他校の研究資⾦獲得状況・
研究戦略分析に活用できる

ポイント ❶「探せる」研究者に最適な助成⾦国・⾃治体・⺠間助成⾦を検索できる
ポイント ❷「省ける」公募情報の収集や掲⽰板への⼊⼒手間を削減
ポイント ❸「繋がる」API連携・データ配信により貴校システムに連携

コラボリー／Grants（研究助成）

研 究 助 成 ⾦
採 択 実 績

採択テーマ・代表者等情報

API連携・データ配信で
経常データを取り込み

貴校システムと
連携

研究資⾦公募情報
専用システムがない場合は

貴校専用
カスタマイズ版

コラボリーを提供

10



3-2. コラボリー/Grants（研究助成）

Copyright 2015 G-Search Limited

研 究 助 成 ⾦
公 募 情 報
研 究 助 成 ⾦
採 択 実 績

国・⾃治体・⺠間助成財団の研究開発助成⾦をワンストップ検索
詳細キーワードで⾃分にあった研究助成プログラムをチェック

申請する助成事業が過去に採択した課題を分析、採択率をアップ
採択実績を研究テーマで検索、使える助成事業をリストアップ

研究者⽀援者
URA・産学連携従事者

� ⾃校・研究機関の研究開発資⾦獲得に
� 産学連携における課題探索、マッチング情報に
� 大学発ベンチャー、研究開発型起業時の資⾦獲得に

企業研究者 � 研究開発分野における先端研究者の探索に
� 実⼒のある研究者、若手研究者の発掘に

アカデミア研究者
� 研究テーマにあった研究助成⾦の発掘に
� 研究助成⾦申請時の検討・採択率アップに
� 共同研究者の探索に

コラボリー／Grants（研究助成）は研究に従事するみなさまにオススメです。

助成⾦公募団体 � 研究助成事業を幅広く研究者に周知したい
� 助成・コンテストを実施して研究者と接点を持ちたい

よ り 便 利 に
検索・アラート

独⾃に300種類以上のキーワードを付与、専門分野で探せる
研究テーマにあった助成⾦情報をメールでおとどけ

Copyright 2014 G-SEARCH LIMITED11



3-3. コラボリー/Grants（研究助成）：収録コンテンツ

Copyright 2015 G-Search Limited

収録コンテンツ 概要 件数

公募情報 研究開発を対象にした国・⾃治体・⺠間助成団体等が
公募する研究助成⾦概要を収録。

約3,000件

募集要項概要
事業年度、募集機関・財団名、事業名、公式サイトへのリ
ンク、種別名、課題詳細、応募者詳細、助成期間、助成率、
限度額、採⽤予定数、申請期限の各項目を収録。

採択者統計 助成事業の採択者統計（採択者数、件数、⾦額）を収録。

採択者一覧 近年３カ年の採択者⼀覧（課題名、代表者、組織名、所属
属性、⾦額）を収録。

検索項目
公募情報は下記の項目から検索できます。
キーワード、研究分野、技術分野、取得目的、応募者の所属機関、
地域、募集機関の属性、募集機関・財団名、助成額、募集状況

採択実績 収録公募情報の採択実績情報を収録。

約17.4万件採択実績詳細 事業年度、募集機関・財団名、事業名、種別名、課題名、
代表者名、所属属性、研究分野名、総配分額

検索項目 採択実績は下記の項目から検索できます。
キーワード、研究分野、応募者の所属機関、助成額、年度

Grantレポート 研究助成にかかわるレポートを掲載。採択実績や分析レ
ポートを収録しています。

※ 2015年7月現在
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Copyright 2015 G-SEARCH LIMITED

「コラボリー/Beats!」 サービス概要

研究資⾦
⺠間助成団体の紹介や公募プログラム関連情報、
国や⾏政機関の助成⾦に関わる政策関連情報の提供

サイエンス カフェ
学術分野・研究環境整備に関する情報を提供

イベント
助成⾦に関連した、公募プログラムの募集説明会
等の開催情報の提供

特集
研究の現場のインタビューや、研究資⾦の申請・
獲得ノウハウのコラムなど

コラボリー/Beats!
若⼿研究者を応援する外部研究資⾦情報サイト

http://www.colabory.com/beats/ 
� 研究者と助成団体をつなぎます（研究助成メディア No.1に）
� 助成サイドのストーリーを丁寧に伝えます
� 研究資⾦獲得を通じた若手研究者キャリア構築の重要性を啓蒙します

1/26オープン

科研費申請・獲得のオー
ソリティ、児島教授（久
留⽶大学）がコラムニス
トとして参加！

13



貴校専⽤のコラボリー

学内・機関内システム

研究資⾦情報等
データマスタ

「学術データベース群」＋「論文・特許等の分析サービス」

3-4. コラボリーを活用した学内公募情報サービス

Copyright 2015 G-Search Limited

現在のコラボリー／Grants（研究助成）のシステムを活⽤し、学内の外部資⾦申請周辺の情報を統合、
学内研究者の情報環境を⾼度化、研究推進・⽀援部門の作業効率化を実現します。

FUJITSU Cloud IaaS Trusted Public S5
富士通の安全性・⾼信頼性を確保したクラウド環境

オプションサービス
他校の研究課題の代表者検索・論⽂検索の連携により、
申請⽀援・研究戦略分析を強⼒にサポート

一般向けコラボリーとは別の
カスタマイズ版（独⽴運用）

大学専用領域

大学/研究機関様専用の
公募情報・申請・採択実績

などの⼊⼒・管理画⾯を用意

学内の申請データ
採択実績データ

コメント・付与データ
教職員データ

外部資⾦関連の
基礎データ

デ
ー
タ
提
供
・API

・採択課題・代表者
・採択率・タグ

・国・地方⾃治体
・⺠間助成団体

助成⾦公募データ

採択実績データ

コラボリーのデータを活⽤することで、
研究資⾦情報管理マスターデータベースの
構築が容易になります。

コラボリーカスタマイズ版により
貴校専⽤の外部資⾦情報サービスを提供

学内・機関内の公募情報専⽤システムがない場合

職員（研究⽀援担当者）
公募情報の相談・リコメンドも
可能に。

教員（研究者）の閲覧
メール配信、⼀覧参照に加えて
公募情報の検索も可能に

学術執⾏部
他校の採択実績、研究資⾦状況・
戦略分析に活⽤。

POINT!
公募情報サービスの
機能・満⾜度向上

14



3-5. コラボリーを活用した学内公募情報サービスのポイント

� ⺠間助成団体の情報を含め、タイムリーに提供
� 助成⾦情報の収集は募集要項のデータ⼊⼒など人⼿がかかり、少額または申請経験がない⺠間団体の

助成プログラムを含めてデータを収集することは効率の問題から実施できていない大学が多く、研究
者は外部資⾦調達の機会を失っている可能性があります。

� コラボリーは科研費等の公的助成に加え、地⽅⾃治体・⺠間助成団体の情報をワンストップで提供し
ます。本データを活⽤することで、経費を抑制しつつタイムリーな公募情報提供が可能となります。

� 研究者にあった公募情報を「探せる」
� 多くの大学では助成⾦情報を研究分野で選別することなく、⼀括でメール配信、もしくは掲⽰板形

式で提供しています。多忙な研究者は⾃身の研究室で活⽤可能な情報のみを提⽰して欲しいと考えて
います。

� 公募情報を掲⽰版形式で提供するだけでは「探せる」を達成できません。コラボリーでは活⽤可能
な研究分野や⾦額規模、採択課題などの情報も提供しています。これらの情報を活⽤することで、研
究者にあった助成⾦情報をリコメンドできる環境を整備することが可能です。

� API連携・データ配信により貴校システムを強化
� 専⽤ＡＰＩによる提供

• 貴校システムから弊社コラボリーシステムを呼出し制御する専⽤のインターフェイスを構築します。
� データ配信による連携

• 貴校システムに公募情報データを配信。データ配信は月２回を想定していますが、ご要望により調整は可能です。
� カスタマイズ版コラボリーの提供も

• 外部資⾦専⽤システムがない場合は、貴校専⽤のカスタマイズ版のコラボリーをご提供します。貴校専⽤の画面で
申請の学内〆切やひとことコメント、教員連絡エリアなどもご⽤意します。

Copyright 2015 G-Search Limited15



本サービスは8月14日現在、未リリースのサービスにて
詳細は当日ご紹介いたします。

Copyright 2015 G-Search Limited16

サイエンス・ミートアップを加速する
「コラボリー/Groups」 ご紹介



関係者外秘関係者外秘

株式会社ジー・サーチ
新規事業開発室 コラボリー事務局

メール：gsh-colabory@cs.jp.fujitsu.com
〒108-0022 東京都港区海岸3丁目9番15号 LOOP-Xビル 9階
電話 03-3452-1664 FAX 03-3452-1246

Copyright 2015 G-Search Limited

お問い合わせ
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関係者外秘関係者外秘 Copyright 2015 G-Search Limited18



情報企画部 
情報分析室 米陀正英 

JST情報資産の概要 
～データ活用に向けて 



2 

JST情報
資産 
概要 

活用へ
の取組 

事例 
データ
整備 

目次 



先端研究開発の推進と社会への橋渡しを通じてわが国の繁栄と持
続的社会の実現に貢献 

○科学技術イノベーションの創出 
○科学技術イノベーション創出のための科学技術基盤の形成 
○研究開発戦略の立案 

沿 革 

使 命 

事 業 

予算規模 役職員数 1,312名 

(平成27年1月1日) 

昭和32年（1957年） 
日本科学技術情報センター
（JICST） 

平成8年（1996年） 
科学技術振興事業団
（JST） 

平成15年（2003年） 
（独）科学技術振興機構
（JST） 昭和36年（1961年） 

新技術開発事業団
（JRDC） 

平成元年（1989年） 
新技術事業団
（JRDC） 

3 

はじめに．JSTの概要 

平成27年（2015年） 
（国立研究開発法人） 
科学技術振興機構（JST） 

1,208億円 

(平成27年度) 



JSTが提供するデータベース・Webサービス 

4 

特許DB 
 ・公開特許情報 
   ・J-STORE 

研究者･機関DB 
   ・Researchmap 
  （約24万人） 
求人 
   ・求職DB 
 ・JREC-IN 

リンクセンター 化学物質DB 

一次情報 
 （全文） 

約265万件 3,600 万件 
（海外DBを含め
て検索対象は約 
6,000 万件） 

約325万物質 

    基本情報を収録し、 
様々な有用な情報をつなぐ 

科学技術文献DB 

資料収集 
・複写サービス 
・閲覧室 

年間114万件 

二次情報 
（書誌､抄録､索引） 学協会誌 

http://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja
http://nikkajiweb.jst.go.jp/nikkaji_web/pages/top.html


各社の論文データベース収録範囲 

5 

WoS  
オリジナルな収録誌 
約1,500誌 

Web of 
Science 

Scopus JST文献 

強み 
年代のカバー率 

全引用文献索引化 
収録誌の多さ 
機関名寄せ 

統制語による索引 
日本語抄録 

弱み 名寄せ 引用文献の範囲 人文・社会系 

収
録
範
囲 

海外誌 ◎約12,000誌 ◎約21,000誌 ○5,011誌 

国内誌 ×252誌  ×417誌 ◎9,514誌 

発行年 1900～（*1） 1996～ 1975～（*2） 

総記事
件数 

約4,500万件 
（SCIEのみ） 

約5,200万件 約3,600万件 

年記事
件数 

約230万件 約250万件 約150万件 

デ
ー
タ
項
目 

書誌 △ 
◎（著者+機関

名寄せ） 
○（著者名寄せ） 

抄録 〇 ○ ◎（日本語翻訳） 

索引 
△（著者KW＋引

用先KW） 
○（著者KW＋

自動索引） 
◎（専門家による

索引） 

引用 
文献 

◎ 〇 △（作成中） 

全文 × × × 

Scopus  
オリジナルな収録誌 
約6,000誌 

Web of Science 
Core Collection 

  ：約12,000誌 

Scopus 

  ：約21,000誌 

JST 

  ：約15,000誌 JST（科学技術文献DB） 

オリジナルな収録誌 
約10,000誌 
（国内公共刊行物、技術
報告も豊富） 

人文・社会系 ←    → 科学技術・医学系 
外

国
誌

 
←

    →
 

国
内

誌
 

＊1 Web of Science core collection の収録数・収録範囲は、SCIEのみ。 
＊2 JST文献の1975年～1980年の文献DBファイルJST7580を収録件数に含む。検索時のオプション指定方法によっては、収録件数が上記と異なることに注意。 
JST調べおよび下記サイトのJISC-dataによる。 
 2015年4月閲覧   http://hlwiki.slais.ubc.ca/index.php/Scopus_vs._Web_of_Science 
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JST情報
資産 
概要 

活用へ
の取組 

事例 
データ
整備 

２．活用への取組 

JST情報資産の役割を転換、 
より付加価値の高いサービスを産み出し、 
国内外の叡知を結集した戦略立案データベースを目指します。 



JST情報資産のオープン化の背景 
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 必要性あるいはInformation Overload 
高度化・細分化が進む科学技術研究において、既存研究の成果、

残存課題などを包括的かつ迅速に把握して研究計画を立案する

ことが次第に難しくなりつつある。 

 

 情報処理技術の進歩 
IBMのWatsonのように、テキスト解析技術によって、「知識」

を（再）発見することが現実的になってきた。 

 

 環境整備 論文オープン・アクセスの進展 
先進国を中心に、公的資金の提供を受けた研究成果論文を、無

償かつ著作権法の制約がない形でインターネット上で公開する

ための政策が整備されつつある。 



JST情報サービス事業の革新 
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 単純な検索サービスは、Google/Google Scholar, CiNii等に任
せ、付加価値の高いサービスの提供に特化したい。 

    →   このサービス開発に協力・助言をいただける研究者を
          探している。 

 JSTが考える「付加価値の高いサービス」の例： 
• 論文・特許をベースとした日本の研究開発投資の分析 

• 論文・特許の引用分析により、産業に至る技術の源流となる
 基礎的研究の分析、および大学・公的研究機関の産業への貢
 献分析（大学・研究機関の得意分野の分析も含む） 

      →   JSTでは、今年度末の完成を目指して、日本の科学技
  術論文に対する過去10-20年間程度の引用・被引用情
  報を作成している。 

（※これまでに、2007年以降のJST文献は引用情報整備済み） 

• 特定の研究分野の動向、次の有望分野の探索 

• 次世代人材の発掘 



参考： 他社の付加価値が高いサービス 
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 トムソン・ロイター 
• Web of Science Core Collection 
 自然科学、社会科学、人文科学の書誌および引用文献情報。世界中の約

12,000誌を超える影響力の大きい学術雑誌や重要刊行物を対象に、分
野を横断した検索を実行して引用文献パターンを分析することができる。 

• Journal Citation Reports 
ジャーナル評価の権威あるリソースとして認知されている JCR® は、
刊行物がグローバルな研究コミュニティーに及ぼすインパクトと影響を
判断できるよう支援する。自然科学と社会科学の 9,100 誌を超える学
術雑誌の引用データに基づき、定量化した統計データを提供する。 

• Essential Science Indicators  
研究分野ごとに影響力のある研究者、組織・機関、論文、刊行物、国を
特定できる研究評価のための補助ツール。 

• Thomson Innovation  
世界規模の特許情報、学術文献、利用価値が高いビジネス情報、ニュー
スなどのコンテンツと、分析／コラボレーション／アラートツールを単
一のプラットフォーム上で組み合わせた統合ソリューション。 



参考： 他社の付加価値が高いサービス 
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 エルゼビア 
• Scopus 

全分野（科学・技術・医学・社会科学・人文科学）、世界5,000社以上
の出版社の21,000誌以上のジャーナル、5,200万件以上の文献を収録し
ている抄録・引用文献データベース。1996年以降の参考文献あり。 

• SciVal  
世界中の約4,600の研究機関および約220の国/地域の研究パフォーマン
スに関する客観的データを簡単に取得できる研究分析ツール。次の３モ
ジュールがある。 

・Overview ： 研究パフォーマンスを多角的に把握する 
大学などの研究機関や国・地域の研究パフォーマンスの概要を把握できる。
また、研究チームや研究領域を自由に作成することも可能。 

・Benchmarking : 研究力を相対的に把握する 
国・地域、研究機関、研究チーム、研究領域について、様々な分析指標を
使って自機関の研究力を相対的に把握できる。 

・Collaboration : 共同研究を戦略的に支援する 
論文の共著関係に基づいて共同研究状況を把握し、共同研究の戦略的支援を
行う。また、共著論文がない研究機関を、将来の共同研究候補としてリスト

アップすることも可能。  



各社の論文データベース収録範囲 
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WoS  
オリジナルな収録誌 
約1,500誌 

Web of 
Science 

Scopus JST文献 

強み 
年代のカバー率 

全引用文献索引化 
収録誌の多さ 
機関名寄せ 

統制語による索引 
日本語抄録 

弱み 名寄せ 引用文献の範囲 人文・社会系 

収
録
範
囲 

海外誌 ◎約12,000誌 ◎約21,000誌 ○5,011誌 

国内誌 ×252誌  ×417誌 ◎9,514誌 

発行年 1900～（*1） 1996～ 1975～（*2） 

総記事
件数 

約4,500万件 
（SCIEのみ） 

約5,200万件 約3,600万件 

年記事
件数 

約230万件 約250万件 約150万件 

デ
ー
タ
項
目 

書誌 △ 
◎（著者+機関

名寄せ） 
○（著者名寄せ） 

抄録 〇 ○ ◎（日本語翻訳） 

索引 
△（著者KW＋引

用先KW） 
○（著者KW＋

自動索引） 
◎（専門家による

索引） 

引用 
文献 

◎ 〇 △（作成中） 

全文 × × × 

Scopus  
オリジナルな収録誌 
約6,000誌 

Web of Science 
Core Collection 

  ：約12,000誌 

Scopus 

  ：約21,000誌 

JST 

  ：約15,000誌 JST（科学技術文献DB） 

オリジナルな収録誌 
約10,000誌 
（国内公共刊行物、技術
報告も豊富） 

人文・社会系 ←    → 科学技術・医学系 
外

国
誌

 
←

    →
 

国
内

誌
 

＊1 Web of Science core collection の収録数・収録範囲は、SCIEのみ。 
＊2 JST文献の1975年～1980年の文献DBファイルJST7580を収録件数に含む。検索時のオプション指定方法によっては、収録件数が上記と異なることに注意。 
JST調べおよび下記サイトのJISC-dataによる。 
 2015年4月閲覧   http://hlwiki.slais.ubc.ca/index.php/Scopus_vs._Web_of_Science 



JST情報資産のご利用方法 
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 概要 
    下記をローデータ形式でご提供可能です。 

 （一部、有償契約（ジー・サーチ社）や共同研究契約締結等が必要です）   

 
 ご提供する資産 

1. 科学技術文献データ及び付随データ 
書誌及び付随データ 約3,600万件 

抄録・索引（制限あり） 約2,500万件 

2. 科学技術用語データ 

シソーラス（制限あり） 約4万件 

大規模辞書（＝同義語・異表記辞
書データ） 

約77万件 

3. 化学物質データ 日本化学物質辞書（日化辞） 約340万件 

4. 日本の特許情報データ 

公開公報（国内・海外出願情報） 約800万件 

特許公報 約350万件 

出願人引用、審査官引用 約6,500万件 

5. 研究人材情報 researchmap, JREC-IN Portal 利用規約に準拠 

researchmap利用規程 

・自機関に所属の研究者情報であれば提供可 

・それ以外については、政策企画立案目的に限る 
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JST情報
資産 
概要 

活用へ
の取組 

事例 
データ
整備 

３．事例 

JST資産を活用した事例をご紹介します。 
特にデータ分析コンテスト・アドベンチャー杯では、シンプル
な分析手法で価値ある結果を導き出せることが示されました。 



JST情報資産のこれまでの実績（2013年より） 

14 

 情報資産をバルクでご提供する形態 

• 科学技術情報に係わる処理技術の発展に資するもの 
（主に、自然言語処理による知識抽出や、辞書構築） 

      →    多数 

• 科学技術情報による研究開発の分析手法の研究 
（科学技術情報を基に、科学技術政策の効果研究 等）         

     →   ２件 

• 機械翻訳の研究用  → ３件 

• 検索システムの研究 → ３件 
• データ分析コンテスト → 2014年、2015年 
 

 Web-APIによる連携 → 多数 

• J-GLOBAL 国立国会図書館、特許庁 等 

• J-STAGE CiNii、民間情報提供企業 等 



JSTデータ分析コンテスト 
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学術論文 
（アウトプット） 

新聞・雑誌記事 
（アウトカム） 

・高度ICT利活用人材の発掘・育成 
・JST科学技術データの循環・活用における外部の知の
取込み 

専門用語 社会的用語（一般用語） マッピング 

学術論文を研究アウトプット、雑誌記事をアウトカムとみなし、 
科学技術用語と社会的用語間のマッピングを行う。 

JSTとして 
期待すること 

用語 

用語 

用語 

分析ソフト提供 



コンテスト開催概要 
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概要（1/2） 詳細 

名称 第二回 データサイエンス・アドベンチャーカップ 

開催日 2015年3月7日（土）午後13時～17時 

会場 独立行政法人科学技術振興機構 東京本部別館 K’s五番町ビル 

コンテストの
主な目的 

●JSTは、主にコアコンピタンスであるシソーラス・大規模辞書の拡充を図り、  
また、外部の知を活用するための人材発掘を進める。 
●SASは、自社ソフトの新たな活用方法を見いだすと共に新規顧客を開拓。 
●コンテンツスポンサーは、記事の新たな利用方法、利用技術を磨く。 
●参加者にとっては、テキストマイニング技術・分析技術を磨く場、分析結果
の優劣を競う参加型のアクティブなイベントとなる。 
●国にとって、データサイエンティストの育成、人材発掘につながる。また、
本コンテストの結果がナレッジバンクの一要素となることで産業育成につなが
る。 

応募資格 次の対象に含まれる方 

対象 
企業や大学等の組織に所属した者、学生（大学、短期大学、専門学校、高等専
門学校、高校を含む） 

賞金等 
本選は８チームが出場。金、銀、銅、スポンサー賞等を予定。又選ばれなかっ
たチームには記念品を贈呈。部門制にすることも検討。 



コンテスト開催概要 
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概要（2/2） 詳細 

分析課題と、 
データ内容 

下記JSTデータの一部または全部を用いて分析・可視化を行う。なお別途提供
される新聞・雑誌記事データや、公共で公開・使用可能とされているオープン
データと組み合わせることも可とする。 
1. 科学技術文献書誌データ（一部、引用・被引用データを含む）及び 
  抄録データ（2010-2012年の３年分） 
2. 科学技術用語辞書データ 3. 化学物質データ 4. 資料データ  
5. その他 上記データに付随する参考データ 
6. 新聞、雑誌記事データ（2010-2012年の３年分） 

予選審査会 
  (2月中旬) 

発表日1ヶ月前にパワーポイント（20分の発表時間程度）と概要レポート
（ワード1枚程度）を提出 予選通過者8チームを選出 

本選審査会 
2015年3月7日（土）の公開の審査会にて、既に予選で選ばれた8チームの全
員がプレゼンする。各賞受賞チームがその場で決定。 

審査基準 

① JST科学技術データを使用した最良の活用アイデアが示されているか 
② データ分析手法に正当性があるか 
③ 分析結果が明確に示され、効果的なプレゼン資料となっているか 
④ 実用化、産業化につながる視点が織り交ぜられているか 
⑤ 誓約書の記載事項に違反していないか 



昨年度のアドベンチャー杯の受賞者一覧 
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賞 チーム名 作品名 

最優秀賞 
（一般部門） 

アズマー 
（東北大学） 

雑誌・新聞・JSTデータから見る 
「よりよい企業選択へのヒント」 

最優秀賞 
（言語部門） 

キュープラス 
（九州大学付属図書館など） 

大学や研究所の研究活動がひと目で分
る研究活動マップ生成～だれが，どこ
で，どんな活動をしてるの？～ 

優秀賞 
（言語部門） 

T-linkage 
（国立情報学研究所） 

TermLink：言語横断論文推薦のための
専門用語処理 

ジーサーチ賞 
teranoLab 
（東京工業大学） 

研究を主導する 
次世代のリーダーを探る 

日経ビッグデータ賞 
柏陽小町 
（神奈川県立柏陽高校） 

節電に対する人々の意識 
～東日本大震災が与えた影響～ 

U-18賞 埼玉県立熊谷女子高等学校 
今年の流行語を先取り！！！～論文数
から見る流行研究の推測～ 
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雑誌・新聞・JSTデータから見る「よりよい企業選択へのヒント」 
 
 ありふれた大学生をモデルに、就職先としての「よりよい企業」を選択するためのデータ分析。 
学生のニーズに合わせた志望業界を把握し、有名企業の中から適した企業を選ぶことが出来た。 

最優秀賞 アズマー（東北大学） 

ステップに合わせて適切なデータを選択している。（審査員評） 

特にJSTデータは、名寄せ済みで機関異動も把握できるため、キ
ャリアパスのイメージを掴むのに有用。 

http://www.sascom.jp/AAC/#Winner1 

科学技術振興機構HPより 
「データサイエンス・アドベン
チャー杯】2015受賞作品 
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JST情報
資産 
概要 

活用へ
の取組 

事例 
データ
整備 

４．データ整備 

引用情報、人名・機関名の名寄せ等の機械処理により、 
JST文献データをより使いやすい形へと整備しています。 
（2015年8月現在の最新情報） 
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引用情報の整備イメージ 

JST文献情報 Scopus 

親文献 

引用文献 

親文献 

引用文献 

親文献 

引用文献 

親文献 

引用文献 

分 析 活 用 

JST知識インフラ 

JST作成分はJ-GLOBALでも提供 

購入 
（Scopus） 

JST収集国内文献 
 
 
引用文献を文字列 
で入力 

（３）分析活用 

（２）同定、JST知識インフラへの搭載 

（１）引用情報の整備 

供用（API、ファイル渡しなど） 

② 
③ 

④ 

様々な科学技術情報をID
で関連付け、内部分析やJ-
LGOBAL等のサービスに共
有化するための基盤 

親文献の重複排除、引用情報の同定（ID化） 

今回新たに②-③-④の
関係を同定し、分析可
能とする 

従来は①での分析のみ 

① 



引用情報の整備状況 
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親文献 約190万件に引用を整備済み。（対象は2007～14年一部） 

引用 約2,400万件が検索可能になりました。 （2015年8月現在） 

1995-2006 
2007-2014 

（一部） 

JST※ 
 文献DB 

親文献 
 6.5万件 
(2006年→) 

親文献 
 43万件 

J-STAGE 
JLC等 

親文献 
 95万件 

国立 
情報学 
研究所※ 
(NIICJP) 

 
親文献 

 115万件 

 
親文献 

 48万件 

引用作成者 

対象集合 

JST文献 Scopus 

引用索引DBのイメージ 
 JST+Scopusの範囲内にある全ての子
文献を同定しIDを付与しました。 
キーワード等での検索が可能です。 
Scopus文献のインパクト評価の対象が
JST文献ｎまで広がったことになります。 

引用整備済み  
 書誌同定が完了 

整備中 
今年度中 

引用数 
2,400万件 

引用関係 

ID 

ID 

ID 

※JSTとNIIが共同でJST文献の引用情報を整備中。 
JST分は2006年以降、NII分は1995年以降の引用を、 

今年度中を目処に整備完了予定。（新規引用は継続） 

親文献 
190万件 



人名、機関名の同定（名寄せ） 
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・便利な検索 
・分析活用 

人名と機関名に対して名寄せ＋ID化を行う 

人名同定 機関名同定 

木村考宏（○○大学） 
木村考宏（科学技術振興機構） 
Takahiro Kimura 
Takahiro K 

下記を同じ人として特定し固有のIDを振る 下記を同じ機関として特定し固有のIDを振る 

東京大学 
東大 
University of Tokyo 
Tokyo University 

研究者Aさん 
A研究機関 

の文献を網羅的に間違いなく抽出したい 



人名、機関名の同定（名寄せ） 
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文献情報 
（約3600万件） 

特許情報 
（約1000万件） 

研究課題情報
（約6万件） 

人名 著者 
 

発明者 実施研究者 

機関名 
 

所属機関 出願人 実施機関 

同定属性 

対象集合 

研究者情報のIDに紐付 

同定中（H27年度中に実用化予定） 

同定の範囲 
約9万人を紐付け 

国内の現役研究者70万人相当を網羅 
全体で約3700万ID、直近5年の国内文献3本以上で約73万ID 

クラスタリング（同定IDを付与） 

研究者情報 

（約24万人） 

機関情報のIDに紐付 

機関情報 

（約33万機関） 

クラスタリング（同定IDを付与） 



同定処理概要 
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科学太郎 

科学太郎 

科学太郎 

同一著者 

同一著者 

同一著者 

同一著者 

同一著者 

科学太郎 
科学太郎 

科学太郎 
科学太郎 

A大学所属の科学太郎 B社所属の科学太郎 

姓名の漢字が一致しているだけでは 
同一著者と見なせないこともある 

表記ゆれを考慮した著者名で分類した後 
属性情報間（所属組織名，共著者名，研究テーマなど）の 
類似度の重み付き和に基づいて、異表記の対象のクラスタリング 

科学次郎 科学次郎 

同一著者 

共著関係 共著関係 

A大学所属の科学次郎 適合率重視のアルゴリズムにしている 
 
適合率→クラスタの中に間違いがないか 
再現率→クラスタの中に漏れがないか 

直接は同一著者と 
見なせないこともある 
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同定の精度（人名） 

CREST代表研究者を対象に名寄せを行った結果について作成した正解データに基づいて再現率・適合率を算出。 

適合率：98.6% 再現率:90.8%を達成 

共著関係と所属
が大きく変わる
ような研究者を
寄せるのは難し
い．． 

適合率 

  研究者名 正答抽出数※ 抽出総数 適合率   研究者名 正答抽出数※ 正答総数 再現率 クラスタ数 

1 北澤宏一 955 955 100.00% 1 北澤宏一 955 978 97.60% 16 

2 岡野栄之 1363 1363 100.00% 2 岡野栄之 1363 1446 94.30% 52 

3 野田昌晴 132 132 100.00% 3 野田昌晴 132 188 70.20% 20 

4 村上富士夫 179 179 100.00% 4 村上富士夫 179 197 90.90% 15 

5 藤沢肇 179 179 100.00% 5 藤沢肇 179 214 83.60% 21 

6 寅市和男 175 175 100.00% 6 寅市和男 175 179 97.80% 5 

7 横田治夫 178 179 99.40% 7 横田治夫 178 273 65.20% 9 

8 武藤俊一 381 385 99.00% 8 武藤俊一 381 398 95.70% 9 

9 木下佳樹 17 17 100.00% 9 木下佳樹 17 38 44.70% 12 

10 井上光輝 628 638 98.40% 10 井上光輝 628 659 95.30% 17 

11 坂井修一 370 420 88.10% 11 坂井修一 370 384 96.40% 8 

12 萩谷昌己 133 133 100.00% 12 萩谷昌己 133 212 62.70% 47 

計   4690 4755 98.60% 計   4690 5166 90.80% 23.1 

再現率 

※十数名でのサンプリングの結果 
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次期システム（総合同定システム：現在チューニング中、H27実用化予定）での例 
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再
現

率
 

旭化成 
デンソー 

三菱化学 

東大 
京都大学 
東北大学 
東京工業大学 
大阪大学 
・・・ 

適合率 

長大 

同定対象となる文
献数が比較的多い
大学等 

文献数が比較的少
なかったり、関連
機関との判別が困
難※であったりする
企業等 

同名他機関に混
ざってしまう機関 

パナソニック 

加重平均で 
適合率：95.3% 
再現率：95.0% 

組織階層や名称変更
などがあり、人名同
定より課題が多い 

同定の精度（機関名） ※事前調査における50機関での試行結果 
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略称が同名になる 
機関が分かれている 

関連会社が 
分かれている 

次期システム（総合同定システム：現在チューニング中、H27実用化予定）での例 
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機関名同定の活用イメージ  機関間の文献共著関係（「iPS細胞」で抽出した直近100件） 
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四国５大学連携による知のプラットフォーム形成事業	

四国産学官連携�
イノベーション共同推進機構�産学官連携の�

共同実施�

SICO�

AO⼊試の�
共同実施�

四国5⼤学連携�
知のプラットフォーム�

形成事業�

e-Learning�
による教育の�

共同実施�

•  ⽂部科学省平成24年国⽴⼤学強化推進補助⾦において、「四国5⼤学
連携による知のプラットフォーム形成事業」が採択された。�

•  各事業について、四国の国⽴5⼤学が⼤学の枠を超えて業務を実施す
ることにより、質・両ともに充実させることを⽬的とする。�

SICO：Shikoku Innovative and Collaborative 
Organization for Industry, Academia and Government �
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野地澄晴�

宮本賢治� 永冨太⼀�⼟居 修⾝�下⽅晃博�
徳島⼤学� ⾼知⼤学� 鳴⾨教育⼤学� 愛媛⼤学� ⾹川⼤学�

サテライトオフィス アソシエイト�

本部（徳島⼤学）�

井内健介�

織⽥聡� 坂井貴⾏� 荒⽊寛幸�

機構⻑� 副機構⻑�

SICOメンバー	
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SICOの組織図	

機構⻑�
（総括責任者）�

副機構⻑�

評価・技術移転部� 産学連携部�
（産学連携、情報、法務、企画）�

�

ア
ソ
シ
エ
イ
ト�
徳
島
⼤
学�

ア
ソ
シ
エ
イ
ト�

⾼
知
⼤
学�

鳴
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⼤
学�
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エ
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ト�

⾹
川
⼤
学�
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ソ
シ
エ
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ト�

愛
媛
⼤
学�

ア
ソ
シ
エ
イ
ト�

SICO本部�
（徳島⼤学）�

サテライトオフィス�

四国産学官連携イノベーション共同推進機構�
（SICO）�
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機構⻑�
（総括責任者）�

副機構⻑�

評価・技術移転部� 産学連携部�
（産学連携、情報、法務、企画）�

�

徳
島
⼤
学�

⾼
知
⼤
学�

鳴
⾨
教
育
⼤
学�

⾹
川
⼤
学�

愛
媛
⼤
学�

SICO本部�
（徳島⼤学）�

サテライトオフィス�

四国産学官連携イノベーション共同推進機構�
（SICO）�

SICOの組織図	
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マッチングシステムの設置	

共通基盤
情報システム

取得

登録

検索

コンタクト依頼

登録

検索

取得

コンタクト依頼
の確認

取得

登録

検索

コンタクト依頼
内容の橋渡し

５大学の研究者
企業等

コーディネータ

⼤学と企業等との
マッチング

SICOと各大学との連携体制の構築と強化：情報事業	
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MATCIの概要�
（MATCHING SYSTEM FOR ACADEMIA TECHNOLOGY COLLABORATION WITH INDUSTRY）�

https://sico-system.ccr.tokushima-u.ac.jp/search/index.html�
四国国⽴５⼤学（徳島⼤学、鳴⾨教育⼤学、⾹川⼤学、愛媛⼤学、⾼知⼤学）に所属す
る研究者の研究情報、特に研究シーズと企業の求める研究ニーズをマッチさせるために
準備されたシステム。特に研究者の使う専⾨⽤語の難解さを軽減するために新たに導⼊
された「専⾨⽤語辞書機能」による地域の視点を取り⼊れた検索が可能。�

�

ITシステムを利⽤した地域ニーズを背景とする地域との連携について�
1.   これまでの課題�

l ⼤学と地域企業等との壁（地域ニーズの掘り起こしが不⼗分・困難）�
l 特許のライセンス活動だけでは解決できない技術移転�
l 研究分野による専⾨⽤語の難解さによる社会連携の齟齬�

2.   システムの特徴 �
l 直接⼤学に相談する事なく研究シーズを⼿軽に照会できる�
l 利⽤者の⽴場に⽴った専⾨⽤語辞書機能による⼿軽な検索�
l 気になる研究シーズがあるときには仲介してくれるコーディネーターが存在する�

3.   期待される効果 �
l ⼤学技術の産業界での利⽤の促進�
l 新しい産業の創出�
l 地域の活性化�

MATCIとは	
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サテライトオフィス�

MATCIの体制図	

機構⻑�
（総括責任者）�

副機構⻑�

評価・技術移転部�

徳
島
⼤
学�

⾼
知
⼤
学�

鳴
⾨
教
育
⼤
学�

⾹
川
⼤
学�

愛
媛
⼤
学�

SICO本部�
（徳島⼤学）�

四国産学官連携イノベーション共同推進機構�
（SICO）�

産学連携部�

アソシエイトから依頼	

協
働

構築・保守	

さらなる利活用が必要	

運用	
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■ 概 念 図 ■�

システム利⽤者 検索�
専⾨⽤語辞書機

能�マッチング依頼�

マッチング調整�

システムでマッチング調整�

研究   検
索�

シーズ�
ニーズ�

システム管理機能�
マッチング依頼の対応�

依頼送信�

登録者検索・分析�

利⽤者� 利⽤者�管理者�

SICO�
アソシエイト�会員登録�

システムを利⽤したい場合には利⽤者�
本⼈が登録を⾏います。�

マッチング�
気に⼊った研究シーズ等を選択�
し、マッチングの申請を⾏います。�

アポイント成⽴�
専属のアソシエイトが仲介し、�
利⽤者と⽇程調整を⾏います。�

打ち合わせ�

専属のアソシエイトが同⾏し、�
研究者と⾯談を⾏います。�

連携スタート�

打ち合わせの内容をもとに連携が�
スタートします。�

登録した利⽤者本⼈が希望する�
研究シーズ・ニーズを検索します。�

研究   検索�シーズ�
ニーズ�

ログインによる本⼈確認�

企業など� 研究者�

共同研究 件成立	

総コンテンツ数	

件	

・シーズニーズ検索�
・特許検索�
・マッチング依頼�

※2015年5⽉12⽇現在�

・利⽤者登録�
・マッチング管理�
 など�

◆地元企業との共同研究◆�

《農業研究》	

◆医療機器メーカとの共同研究◆�

《医療研究》	

◆旅⾏会社との共同研究◆�

《システム開発研究》	

SICOが運営する産学連携⽀援マッチン
グ情報システム「MATCI（マッチ）」
は、⼤学研究者の成果を集約し、企業
が求める研究技術情報の検索を容易に
することで技術マッチングを図り、新
規事業展開や製品開発等に結び付ける
ことができるWebシステムです。本シ
ステムは、JSTの J‑GLOBAL および 
researchmap、NII の KAKEN と連
携しております。�

産学連携⽀援マッチング情報システム	

を利⽤した企業との協働の取り組み事例�

※�

※2015年7⽉31⽇現在の本学のコンテンツ数�

注:これらの画像はイメージです�
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